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Ⅰ．はじめに
東アジアでは今後、急速に高齢化が進行する
と予測されている。2015 年の高齢化率は、日
本（26.6%）が世界で最も高く、イタリア（22.4%）、
ドイツ（21.2%）、スウェーデン（19.9%）、ス
ペイン（18.8%）と欧州各国が続いており、東
アジア諸国は、韓国（13.1%）、シンガポール
（11.7%）、タイ（10.5%）、中国（9.6%）である 1）。
しかし、2050 年の高齢化率は、日本（37.8%）、
韓国（34.2%）、シンガポールと香港（32.6%）
と推計されており、世界の上位を東アジア諸
国が独占する見込みである 2）。高齢化率 7% か
ら 14% までの倍化年数をみると、現時点で最
も短い日本（1970 年から 1994 年までの 24 年）
に対して、韓国は 2000 年から 2018 年までの
18 年、シンガポールは 2000 年から 2019 年ま
での 19 年である。これら急速な高齢化が進ん
でいる国々にとっては、少子高齢化への国家的
対応が喫緊の課題である。
東アジアにおいて公的介護サービスという点
では、日本、シンガポール、韓国が先行してい
る。日本は介護保険制度（2000 年施行）、シン
ガポールはエルダーシールド（2002 年施行）、
韓国は老人長期療養保険制度（2008 年施行）
により、すでに権利としての介護サービス利用
が保障されている 3,4,5）。介護サービスを提供す
る専門職として、日本では介護福祉士、韓国で
は療養保護士が、いずれも国家資格として制度
化されている。しかしながら、日韓両国とも高
齢化への対応は順調とは言えず、制度の面でも、
介護を支える人材の面でも、実に様々な課題を
抱えている 4）。シンガポールにおいては介護に
関する国家資格は無く、人材不足はさらに深刻
である 5）。シンガポールの高齢化施策としては、
老親扶養法（the maintenance of Parents Act）
が特徴的である。これは、高齢の親たちがその
子ども達に対して面倒をみてくれるように裁判
を通して請求できるという法律で、強権的な政
策の一つとして有名であるが、実際には政府の
対応は手緩いという報告もある 6）。シンガポー
ルは、国際的にみても特異なほど、一貫して家
族による介護が第一とされており、今後の高齢
化の進展によって、家族による介護は限界を迎
えるという意見もある 6）。
日本、韓国、シンガポールには、今後高齢化
率が世界の上位に位置すること、公的介護保険
がすでにあること、そしていずれも東アジアに
位置するという共通点があり、少子高齢化への
対応に焦点を当てた研究者間の議論と解決可能
性の検討が大きな意義をもつと考えたことが本
研究の背景である。
そこで、少子高齢化対策に関して、日本、韓
国、シンガポールにおける共通点と相違点を見
出し、その解決可能性を検討することを目的に、
韓国とシンガポールで研究会議形式の意見交換
を行ったので報告する。
本報告書は、今後、韓国およびシンガポール
との共同研究を発展させていく上での基礎資料
とすることを目的としている。
Ⅱ．調査方法
1．現地調査期間
（1）韓国
①第 1 回現地調査
2018 年 3 月 27 日、3 月 28 日
②第 2 回現地調査
2018 年 10 月 14 日、15 日
（2）シンガポール
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2018 年 8 月 27 日、8 月 28 日
2．調査方法
韓国、シンガポールとも、関係者間の意見交
換により課題を抽出する、研究会議形式で実施
した。会議内容は録音せず、メモを元に情報を
整理した。
3．研究会議出席者
（1）韓国
①第 1 回現地調査
1）聖隷クリストファー大学社会福祉学部
　・古川和稔（筆者）
2）カトリックサンジ大学社会福祉学部
　・Jong Uk Back 教授
3）カトリックサンジ大学看護学部
　・Hwa Yeong Choi 教授
　・Do Hwa Byeon 教授
②第 2 回現地調査
1）聖隷クリストファー大学社会福祉学部
　・古川和稔（筆者）
　・野田由佳里（共同執筆者）
2）カトリックサンジ大学社会福祉学部
　・Jong Uk Back 教授
3）カトリックサンジ大学看護学部
　・Hwa Yeong Choi 教授
　・Do Hwa Byeon 教授
（2）シンガポール
①聖隷クリストファー大学社会福祉学部
　・古川和稔（筆者）
　・大川井宏明（共同執筆者）
　・Donald Glen Patterson（共同執筆者）
シンガポールでは、以下に示す②から⑤の 4
か所で研究会議を開催した。それぞれの現地出
席者を記す。
② Nanyang Polytechnic School of Health 
Sciences
　・Ai Weig 教授
　・Diana Wee 教授
　・Chia Cjin Chin 教授
　・Chwng Mun 教授
③ Montfort Care
　・Ms. Wu Yifei
　・Ms. Binte Wahid
　・Mr. James Ji
④ Lien Foundation
　・Mr. Lee Poh Wah
　・Mr. Gabriel Lim
　・Ms. Radha Basu
⑤ Nanyang Polytechnic School of Engineering
　・Lam Yook Ming 教授
　・Wong Chin Sai Raymond 教授
　・Ong Lay Choo 教授
　・Lee Youn Kay 教授
4．分析方法
研究会議は録音せず、メモをとりながら実施
した。メモはその日のうちに整理し、少子高齢
化への対応の観点から、各国の共通点や相違
点、発展可能性について研究者の視点で書き加
えた。後日、筆者および共同執筆者で研究会議
を行い、今後の発展可能性を軸に考察した。
5．倫理的配慮
本調査は通常のインタビュー調査とは異な
り、今後、共同研究を行うことを見据えての研
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究会議である。故に、研究会議に参加した調査
協力者の氏名は匿名化せずに報告書に記載する
ことについて事前に承諾を得てから研究会議を
実施した。
本調査は，聖隷クリストファー大学倫理委員
会での倫理審査の承認を受けてから実施した
（認証番号 18017）。
Ⅲ．結果
1．韓国での研究会議
（1）第 1 回研究会議
①カトリックサンジ大学の概要
1969 年設立。当初は女子専門学校だったが、
その後発展し、2012 年より現在の名称となっ
た。
現在は、人文社会系列は 5 分野 6 学科、自然
科学系列は 6 分野 8 学科、工学系列 5 分野 8 学
科の 22 学科、学生数は約 3,000 名である。
②韓国からの意見
・介護人材について大きな課題がある。
・大学で専門性の高い療養保護士を養成した
いが、その制度がない。
・療養保護士については養成カリキュラムの
貧弱さ、それに伴う専門性の低さが課題で
ある。
・ケアマネジメントについて大きな課題があ
る。
・ケアマネジャーが制度化されていないため
に、場当たり的なケアマネジメントになっ
ている。
・日本のようなケアマネジャー制度を作る必
要がある。
③日本からの意見
・介護人材不足が課題である。
・介護福祉士養成校の定員割れが続いてい
る。
・養成校には留学生、実践現場には外国人介
護職員が入ってきているが、その実態は明
らかになっていない。
・外国人技能実習生に対して、どのような技
能を伝達するのかが不明確。単なる労働力
になるのではないかと懸念されている。
・国は自立支援に大きく舵を切ったが、現場
には温度差がある。
④まとめ
・介護職員の専門性について、日本と韓国の
現状把握、日韓比較を行い、今後に向けて
分析したい。
・自立支援、業務の特性、安全管理を 3 つの
軸にして質問票を構成する。
・2018 年 6 月から 8 月に日韓両国で調査を
実施し、次回の研究会議で考察を深める。
・2018 年度内に、日本の立場で 1 本、韓国
の立場で 1 本の論文を執筆して投稿する。
（2）第 2 回研究会議
①概要
前回の研究会議に基づき、日本と韓国それぞ
れでアンケート調査を実施。そのデータ入力を
終えたので、結果の解釈について議論した。そ
の後、今後の研究活動についても意見交換を
行った。
②韓国からの意見
・アンケート調査は順調に行うことができ
た。
・韓国の介護職員は、自立支援、専門性、安
全管理について高い認識もっていたことに
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驚いた。
・日本の介護職員はもう少し専門性に関する
認識が高いと思っていた。
③日本からの意見
・以前に自立支援介護を実践している施設職
員を対象に調査を行ったことがあるが、そ
の時の回答と、今回の回答には、専門性の
認識について大きな開きがあった。今回の
調査は A 県内の特養から無作為抽出した
200 施設を対象に行ったので、ある程度一
般化できる結果、つまり日本の介護職員の
実情をある程度反映しているものと捉えて
いる。
・日本の介護職員は韓国と比較して、年齢層
が低く、正規職員の割合が高かった。
④まとめ
・日本では人材難の問題から、外国人介護労
働者の参入が進んでいる。しかし、その受
け入れ態勢は不十分である。
・韓国やシンガポールなど、他国の研究者と
の議論を通して、外国人の視点も取り入れ
た外国人介護労働者受け入れ態勢を整備す
る必要がある。
・日本の介護福祉士養成カリキュラムは 1850
時間に対して、韓国の療養保護士養成カリ
キュラムは 240 時間である。韓国では療養
保護士養成カリキュラムの見直しが必要で
ある。
・韓国にはケアマネジメントの担い手がいな
い。ケアマネジャー制度を整備する必要が
ある。
2．シンガポールでの研究会議
（1）Nanyang Polytechnic School of Health 
Sciences
① Nanyang Polytechnic の概要
シンガポールにおいて、ヘルスケア専門職養
成における中心的な役割を担う国立高等専門教
育機関である。ヘルスケア分野だけでなく、工
学、ビジネス、デザイン分野等の専門職も養成
し、約 15,000 名の学生が学んでいる。
Social Sciences Course （Social Work）では、
ソーシャルワークの原則と実践力を修得するた
めに、理論的、実践的、経験的な要素を用いた
総合的なアプローチを行っている。
②シンガポールからの意見
・今後、高齢者介護が国家的課題になること
は間違いない。
・まずは専門職養成が課題である。
・自分たちが関わっているソーシャルワーク
団体（筆者注：Good life!）は、調理や食
事を媒介とした高齢者支援を行っており、
成果を上げている。
・日本の自立支援介護に強い関心をもってい
る財団（筆者注：Lien Foundation）があ
るので、ぜひ紹介したい。
・自立支援を念頭においたケアマネジメント
の考え方が欠けている
・高齢者の自立性回復、重度化予防に関心が
ある。日本と共同研究ができればと思う。
③日本からの意見
・シンガポールの急速な高齢化に関心があ
る。
・従来は家族介護が主流だったと聞いたが、
今後、介護の社会化がどのように進むのか
について関心がある。
・介護に関する専門職養成については、協力
できることがあれば、ぜひ協力したい。
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・Good life! と Lien Foundation は、ぜひ訪問
して、関係者と話し合いたい（筆者注：翌
日訪問することが決定）
・現在、韓国と共同研究を行っている。今後
は、日本、韓国、シンガポールの 3 か国で
の比較研究など、国際的な共同研究を発展
させていきたい。
④まとめ
・筆者は初めてシンガポールを訪問したが、
食堂の掃除などの仕事をしている高齢者が
多いことに驚いた。年金などの社会保障が
不十分だからとのことであった。
・今回の訪問は、今後の共同研究に向けた良
いきっかけになったと思う。
（2）Montfort Care
① Montfort Care の概要
2000 年に Marine Parade の名称で設立し、
現在は Monfort Care の名称で活動している。
子ども、精神障害者、高齢者など、様々な対象
を支援している民間のソーシャルワーク団体で
ある。
今回は、Monfort Care が提供しているプロ
グラムの 1 つである、Good life ! の活動拠点を
訪問した。Good life ! は、市場に隣接したビル
の 1 階に所在する事務所兼活動スペースで活動
している。スタッフと利用者が共同で調理し、
そして食事ができるスペースが確保されてい
る。主な利用者は高齢者で、調理、食事を媒介
にして、仲間づくりや地域社会との関係づくり
を意識した活動を行っている。
②シンガポールからの意見
・高齢者支援においては、一方的なサービス
提供にならないような視点が重要だと思
う。
・孤立させない、引きこもらせないような支
援を心掛けている。
・ボランティアの育成も課題の一つである。
・高齢者とスタッフが、隣の市場に一緒に買
い物に行ったり、一緒に調理したりするこ
とは、高齢者の心身状態の維持向上に一定
の効果があることを実感している。
・漢字圏の利用者とマレー語圏の利用者が混
在しているので、ポスターや書類などは双
方に対応している。
③日本からの意見
・Good life! のサービスは大変参考になった。
日本には独自の食文化があり、食を媒介と
したコミュニティづくりの仕掛けは、日本
の文化にも合っていると思う。
・近年、日本でもサロンなどの形で住民主体
の活動が展開されつつある。シンガポール
の実践から学ぶことが多いと感じた。
④まとめ
・コミュニティ形成には、その国、その地域
の文化や価値観が非常に重要である。今回
の研究会議を通して、日本とシンガポール
の共通点を多く見つけることができた。
・治安の良さ、清潔さ、交通や情報のインフ
ラ整備などが、その共通点である。
・今後は、お互いの国の成功例、失敗例を事
例として共有し、より良いコミュニティづ
くりの方策を検討していきたい。
（3）Lien Foundation
① Lien Foundation の概要
1980 年に、Dr. Lien Ying Chow が恵まれな
い人々を救う目的で、財産のほぼ半分を寄付し
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て設立した財団である。現在は、高齢者ケア、
幼児教育、環境保護など、実に様々な社会活動
を展開している。
②シンガポールからの意見
・以前に、自立支援介護を実践している日本
の施設を見学して、大変な衝撃を受けた。
・シンガポールでも、おむつを使用しない介
護、身体拘束をしない介護を広めていく必
要があると強く感じている。
・シンガポール国内の関係者向けに、自立支
援介護を紹介する動画を作成し、ホーム
ページ上で公開している。
・自立支援介護を実践できる人材を育てなけ
ればならないと思っている。
・トレーニングマシンを使った通所サービス
を提供しており、手応えを感じている。
③日本からの意見
・Lien Foundation が自立支援介護に関心を
もっていることは事前に聞いていたが、イ
メージしていた以上に真剣に取り組んでい
ることを嬉しく思った。
・日本式介護には多くの利点があり、諸外国
に提供していける可能性があると思う。自
立支援介護もその一つ。今後は、学術大会
等にも参加してもらい、実践と研究を連動
させて「シンガポールにおける自立支援介
護」という領域を確立していってほしい。
④まとめ
・日本と同様、シンガポールも高齢化問題に
ついては、財源と担う人材の課題を抱えて
いた。
・公的社会保険によるサポートは、シンガ
ポールは非常に貧弱であった。
・シンガポールでは、要介護高齢者が急激に
増加した場合、社会的に支えきれなくなる
可能性がある。そのためにも、介護予防や
自立支援介護がますます重要になる。
・自立支援介護をシンガポールで提供するう
えでは、日本として協力できることが多々
あると考える。
（4）Nanyang  P o l y t e c hn i c  S c h o o l  o f 
Engineering
① School of Engineering の概要
Nanyang Polytechnic については、2‒（1）‒①
に記載した通りである。School of Engineering
に は、Aerospace Systems & Management、
Biomedical Engineering、Engineering with 
Business、Robotics & Mechatronics な ど、13
のコースがある。
①シンガポールからの意見
・自分たちは工学の専門家だが、福祉や医療
の分野と協働することには強い関心があ
る。
・日本の高専や大学と協定を結び、学生が往
来している。今後もこの関係は発展させて
いきたい。
②日本からの意見
・福祉工学の分野については、情報交換を継
続して良好な関係を築いていきたい。
・両国が協力して福祉工学を発展させるため
には、まずは日本国内で介護や福祉に関す
る用語等を整理する必要がある。
③まとめ
・日本もシンガポールも、福祉工学は大きな
期待を寄せられている分野である。
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・単なる機器の開発ではなく、本当の意味で
介護福祉実践現場に還元できる活動にして
いく必要がある。
・自立支援介護と工学のコラボレーションに
ついて、継続して検討していきたい。
Ⅳ．考察
今回は 3 か国の研究者が一同に会して研究会
議を開催したのではなく、筆者らが韓国とシン
ガポールを訪問し、それぞれ二国間で研究会議
を開催した。次年度以降、3 か国の研究者が集
る機会を設けていきたいと考えているが、その
土台作りとしては充分価値のある研究会議を開
催できたと考えている。
少子高齢化問題に関する課題や対応につい
て、日本、韓国、シンガポールにはいくつかの
共通点があることが明らかになった。3 か国に
共通していることは、急速に進む高齢化を国家
的課題と捉えていること、治安が良くインフラ
が整備されていること、ケアマネジメントの視
点が重要だと認識していること、介護を担う専
門職の専門性向上が課題になっていることで
ある。日本とシンガポールでは、サロンやカ
フェのような形式での住民参加型の活動の重要
性、自立支援介護に対する期待感、福祉と工学
の融合への期待感が共通していた。日本と韓国
では、介護人材不足、日本には介護福祉士、韓
国には療養保護士という国家資格があるもの
の、その専門性向上における課題などが共通し
ていた。韓国とシンガポールでは、日本のケア
マネジャーに相当するケアマネジメントの専門
職を養成する必要性が共通していた。これらの
共通点については、それぞれ自国の成功例と失
敗例を共有することで、効率よく発展させる
ことが可能だと考える。例えば今回視察した
シンガポールの Monfort Care が実践していた
Good Life! の活動などがその好事例である。シ
ンガポールと同様に、日本と韓国は食文化が発
達していることから、買い物、調理、そして食
事までを一体化させたサロン形式の高齢者支援
は、介護予防や重度化防止の観点から大いに期
待できる。2017 年に発表された WHO（世界保
健機関）のガイドライン「Integrated care for 
older people （ICOPE）」7）によると、ケアプラ
ンに栄養状態の改善と運動を促す介入を取り込
み、それを一緒に提供することで、高齢者の心
身状況の低下を遅らせたり、改善できると記載
されている。また、栄養状態改善のためには、
家族と一緒の食事や、社会的交流をもちながら
の食事が推奨されている。今回訪問したシンガ
ポールの Monfort Care では、Good life! という
プログラムの中で、まさに社会的交流と栄養状
態改善の仕掛けを提供していた。このような好
事例をもとに、日本と韓国においても、自国の
文化や慣習に適した形での活動を展開できる可
能性を強く感じた。他にも、介護の社会化の更
なる進展、介護を担う専門職の専門性向上、ケ
アマネジメントを担う専門職の養成と資格化な
どは、3 か国で情報共有しながら発展してくこ
とが可能だと考える。これらの点については、
公的介護保険制度の施行が早かった日本が一歩
進んでいるのが現状と言えよう。
一方で、現時点はそれぞれの国における独自
の課題と思われる事象も抽出された。しかし、
話し合いの中で、将来的には同じ課題を抱える
かもしれないという認識にたどり着いたこと
は、本研究の成果の一つだと考える。例えば、
現在日本が向き合っている外国人介護人材の問
題がその一例である。日本では生産年齢人口減
少の背景もあり大幅な介護人材不足が予測され
ている。その対応として外国人介護人材の参入
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を制度化する動きが進んでいる。韓国とシンガ
ポールにおいては、他業種では外国人人材の活
用が進んでいるが、介護人材についてはこれか
らという状況である。この問題に対して日本が
どのような点で成功し、どのような点を課題に
なったのかという情報は、仮に韓国とシンガ
ポールが外国人介護人材を本格的に検討するこ
とになった場合には、両国にとって有益な情報
になると考える。
最後に、本稿のタイトルである「日本、韓国、
シンガポールに共通する少子高齢化への多面的
解決可能性」について述べておく。本研究組織
は、介護福祉、福祉工学、ソーシャルワーク、
外国語教育を専門とする研究者で組織した。韓
国およびシンガポールの関係者との研究会議を
通して、介護福祉という概念は日本が先行して
いること、ソーシャルワークの概念は日本、韓
国、シンガポールとも一定水準が保たれている
こと、福祉と工学の融合については日本とシン
ガポールの意識が高いこと、ケアマネジメント
や外国人介護労働者については日本が大きく先
行していることを認識した。少子高齢化の急速
な進展は 3 か国に共通する課題であり、その課
題に対しては、ソーシャルワークを土台にした
介護福祉実践の展開、エンジニアをはじめとし
た異業種との協働、ケアマネジメントの専門職
者養成と実践、外国人介護労働者を受け入れる
場合の教育プログラムの開発など、まさに多面
的な解決可能性があることを、本研究に関わっ
た 3 か国の関係者で共有できたと考える。本研
究は 3 か国で連携を図っていくうえでの第一歩
と位置付けていたので、その目的は充分に果た
すことができた。今後、この関係性を維持しな
がら、さらに少子高齢化問題について向き合っ
ていきたい。
Ⅳ．おわりに
韓国、シンガポールともわずか数日間の滞在
であったが、事前に頻繁に電子メールやスカイ
プでコンタクトを取り、充分にコミュニケー
ションを図ったうえでの訪問だったために、ス
ムーズに研究会議を行うことができた。今回は
少子高齢化問題に対する解決可能性の探索に留
まったが、今後は実際に解決に向けた具体案を
作成し、実践していくことになる。日常的に連
絡を取り合い、また他業種や他領域の専門家と
も連携しながら本研究を継続していきたい。
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